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(57)【要約】
【課題】回収袋を容易に展開できる摘出組織回収用器具
を提供する。
【解決手段】開閉自在の開口部２１を備える回収袋２と
、回収袋２を側面視スパイラル状に巻かれた状態で収納
するシース部材３とを備える。シース部材３の内側に挿
通自在に設けられ、回収袋２をシース部材３から押し出
し可能なプランジャー部材４と、回収袋２の側面視スパ
イラル状に巻かれた状態の中心軸となっている端部２２
と、シース部材３とを接続し、端部２２の移動を規制す
る規制手段としての糸状体５を備える。糸状体５は、回
収袋２の側面視スパイラル状に巻かれた状態の中心軸と
なっている端部２２に設けられた孔部２６に接続される
。糸状体５は、プランジャー部材４に接続される。プラ
ンジャー部材４は、回収袋２に当接する側と反対側に、
シース部材３から突出する突出部９を備え、糸状体５は
、突出部９に着脱自在に取着される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開閉自在の開口部を備え、内視鏡下に体内の組織を回収する回収袋と、該回収袋を側面
視スパイラル状に巻かれた状態で収納するシース部材とを備える摘出組織回収用器具にお
いて、
　該シース部材の内側に挿通自在に設けられ、該回収袋を該シース部材から押し出し可能
なプランジャー部材と、
　該回収袋の側面視スパイラル状に巻かれた状態の中心軸となっている端部と、該シース
部材とを接続し、該端部の移動を規制する規制手段とを備えることを特徴とする摘出組織
回収用器具。
【請求項２】
　前記規制手段は、前記回収袋の側面視スパイラル状に巻かれた状態の中心軸となってい
る端部と、前記シース部材とを接続する糸状体であることを特徴とする請求項１記載の摘
出組織回収用器具。
【請求項３】
　前記糸状体は、前記回収袋の側面視スパイラル状に巻かれた状態の中心軸となっている
端部に設けられた孔部に接続されることを特徴とする請求項２記載の摘出組織回収用器具
。
【請求項４】
　前記糸状体は、前記プランジャー部材に接続されることを特徴とする請求項２または３
記載の摘出組織回収用器具。
【請求項５】
　前記プランジャー部材は、前記回収袋に当接する側と反対側に、前記シース部材から突
出する突出部を備え、前記糸状体は、該突出部に着脱自在に取着されることを特徴とする
請求項４記載の摘出組織回収用器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡手術の際に切除された組織を内視鏡下で回収するために用いる摘出組
織回収用器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡手術において、切除した組織を内視鏡下で回収する回収袋と、該回収袋を
収納するシース部材とを備える摘出組織回収用器具が知られている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００３】
　前記従来の摘出組織回収用器具は、側面視スパイラル状に巻かれた回収袋がシース部材
に収納されている。該回収袋は、内視鏡下で鉗子等により前記シース部材から引き出され
ることにより、切除した組織の回収に用いられる。また、他の摘出組織回収用器具として
、内視鏡下に体内の組織を回収する回収袋と、該回収袋を収納するシース部材と、該シー
ス部材の内側に摺動自在に設けられたプランジャー部材とからなり、該プランジャー部材
により該回収袋が押し出されるものも知られている。（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　前記従来の摘出組織回収用器具において、前記シース部材から引き出され、または押し
出された前記回収袋は、一方の端部を鉗子等で引張することにより側面視スパイラル状に
巻かれた状態から展開される。そして、切除した組織が前記回収袋に収納され、該回収袋
は体外へ取り出される。
【０００５】
　しかしながら、前記従来の摘出組織回収用器具において、前記回収袋は巻き癖がついて
いるため、展開することが難しいという不都合がある。
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【特許文献１】実用新案登録第３０６３３９０号公報
【特許文献２】特開２００３－４７６１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、係る不都合を解消して、回収袋を容易に展開できる摘出組織回収用器具を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる目的を達成するために、本発明の摘出組織回収用器具は、開閉自在の開口部を備
え、内視鏡下に体内の組織を回収する回収袋と、該回収袋を側面視スパイラル状に巻かれ
た状態で収納するシース部材とを備える摘出組織回収用器具において、該シース部材の内
側に挿通自在に設けられ、該回収袋を該シース部材から押し出し可能なプランジャー部材
と、該回収袋の側面視スパイラル状に巻かれた状態の中心軸となっている端部と該シース
部材とを接続し該端部の移動を規制する規制手段とを備えることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の摘出組織回収用器具によると、前記回収袋は、まず前記プランジャー部材によ
り前記シース部材から押し出される。次に、前記回収袋は開口部側の端部を鉗子等で引張
することにより展開されるが、このとき、前記回収袋の側面視スパイラル状に巻かれた状
態の中心軸となっている端部は、前記規制手段により移動が規制されている。そこで、前
記回収袋の開口部側の端部を引張したときに、該回収袋の側面視スパイラル状に巻かれた
状態の中心軸となっている端部は前記規制手段により位置が固定され、移動することがな
い。従って、本発明の摘出組織回収用器具においては、前記開口部側の端部を引張するだ
けで、前記回収袋を容易に展開することができる。
【０００９】
　また、本発明の摘出組織回収用器具において、前記規制手段は、前記回収袋の側面視ス
パイラル状に巻かれた状態の中心軸となっている端部と、前記シース部材とを接続する糸
状体であることが好ましい。前記糸状体が、前記回収袋の側面視スパイラル状に巻かれた
状態の中心軸となっている端部と、前記シース部材とに接続されることにより、該端部の
移動を規制することができる。
【００１０】
　ところで、前記回収袋は、前記シース部材から押し出されたときの位置と、切除した組
織の位置とが離れている場合や、複数箇所にわたる組織を回収する場合には、一旦展開さ
れた後に移動自在であることが望まれる。
【００１１】
　そこで、本発明の摘出組織回収用器具において、前記糸状体は、前記回収袋の側面視ス
パイラル状に巻かれた状態の中心軸となっている端部に設けられた孔部に接続されること
が好ましい。前記糸状体は、前記回収袋の側面視スパイラル状に巻かれた状態の中心軸と
なっている端部に設けられた孔部に接続されているので、該糸状体を引張することで、該
孔部の周辺部に負荷がかかる。従って、該糸状体を引張し続けると、負荷に耐え切れず前
記孔部の周辺部が破断されるか、または該糸状体が他の部材に引っかかっている場合や該
孔部の周辺部が前記負荷に耐える強度を備えている場合には、前記糸状体自体が破断する
。前記糸状体は、前記回収袋の展開後に、はさみ鉗子等により切断してもよい。この結果
、前記回収袋と側面視スパイラル状に巻かれた状態の中心軸となっている端部は前記規制
手段による規制が解除され、該回収袋は移動自在となる。
【００１２】
　また、本発明の摘出組織回収用器具によると、前記糸状体は、シース部材自体に接続さ
れていてもよく、シース部材に設けられているプランジャー部材に接続されていてもよい
。前記糸状体が前記プランジャー部材に接続されていることにより、該プランジャー部材
の操作に伴い、前記シース部材の先端と前記回収袋との間の距離を任意に調節することが
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できる。
【００１３】
　さらに、本発明の摘出組織回収用器具によると、前記プランジャー部材は、前記回収袋
に当接する側と反対側に、前記シース部材から突出する突出部とを備え、前記糸状体は、
該突出部に着脱自在に取着されてもよい。前記糸状体は、前記プランジャー部材の前記突
出部に着脱自在に取着されているので、該取着を解除した状態で、内視鏡下に、鉗子等に
より前記糸状体を腹腔側に引張することにより、または前記突出部側から該糸状体を引張
することにより、前記シース部材の先端と前記回収袋との間の距離を任意に調節すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に、添付の図を参照して本実施形態について詳細に説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態における摘出組織回収用器具の説明的断面図であり、図２
は、図１に示す摘出組織回収用器具に用いられる回収袋の平面図であり、図３は、図１に
示す摘出組織回収用器具による回収袋の展開方法を説明する図である。
【００１６】
　図１に示すように、本実施形態の摘出組織回収用器具１は、回収袋２と、回収袋２を収
納するシース部材３と、シース部材３の内側に挿通自在なプランジャー部材４と、回収袋
２とシース部材３とを接続し回収袋２の移動を規制する規制手段としての糸状体５とを備
えている。
【００１７】
　本実施形態の摘出組織回収用器具１において、回収袋２は、例えば、軟質ポリエチレン
製であり、短辺ｄ側を中心軸として短辺ｂと平行となる方向に側面視スパイラル状に巻か
れてシース部材３に収納されている。
【００１８】
　次に、回収袋２は、図２に展開された状態として示すように、互いに平行な長辺ａ，ｃ
に対して直交する第１の短辺ｂと、長辺に対して所定の角度で斜めに交わる第２の短辺ｄ
とからなる台形状を備えている。回収袋２は、短辺ｂ側の端部を開口部２１とすると共に
、短辺ｄ側の端部を、例えば幅２ｍｍ～５ｍｍの範囲の溶着部２２により閉塞している。
回収袋２は、開口部２１に配設した複数の糸通し孔２３に、例えば、ポリアミド製の開閉
糸２４を通して環状とし、開閉糸２４はその端部が短辺ｃ側に引き出されている。開閉糸
２４は、短辺ｃ側に引き出された端部に例えばエラストマー製のストッパー２５を備えて
おり、ストッパー２５には開閉糸２４が挿通されている。また、溶着部２２の長辺ａ側に
は、孔部２６が設けられ、孔部２６に糸状体５が挿通されている。
【００１９】
　尚、回収袋２において、短辺ｄは、長辺ａ，ｃに対して直交していてもよく、外方に膨
出する円弧状の曲線となっていてもよい。
【００２０】
　尚、回収袋２は、長辺ａ側を中心軸として短辺ｂと直交する方向に側面視スパイラル状
に巻かれた状態でシース部材３に収納されてもよい。
【００２１】
　次に、図１に示すシース部材３は、例えば、ポリプロピレン製の中空パイプ状体であり
、内視鏡下に腹腔内に挿入され、腹腔内に回収袋２を導入する。シース部材３は、腹腔内
に挿入される側が尖端部６となっており、尖端部６の後方に回収袋２が収納されている。
また、シース部材３は、尖端部６の保護及び術前の汚染を防ぐため、尖端部６に、例えば
、ポリエチレン製の保護キャップ７が嵌着されている。また、シース部材３は、腹腔内に
挿入される側の反対側に、例えば、エラストマー製のガードリング８を備えている。
【００２２】
　シース部材３は、回収袋２を収納するために必要な内径を備えると共に、内視鏡手術に
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おける患者に対する侵襲性を低くするために、外径が小径のものを用いることが好ましい
。そこで、シース部材３の外径は、例えば、５ｍｍとされている。
【００２３】
　次に、図１に示すプランジャー部材４は、例えば、ポリプロピレン製の中空パイプ状体
であり、端部が回収袋２に当接してシース部材３から回収袋２を押出可能な外径を備え、
シース部材３の内側に挿通自在に設けられている。プランジャー部材４は、回収袋２と当
接する側の反対側の端部が、シース部材３から突出する突出部９となっている。突出部９
は、端部に嵌着されたプランジャーキャップ１０と、プランジャーキャップ１０近傍の側
壁に設けられた小孔１１とを備える。プランジャー部材４の外径は、回収袋２を押出可能
な大きさであればよく、シース部材３の内周側を摺動自在とされていてもよく、シース部
材３の内周面に間隔を存して挿通自在とされていてもよい。
【００２４】
　また、プランジャー部材４は、回収袋２と当接する側に閉塞された端部を備え、該端部
を介して回収袋２を押し出し可能とされていてもよい。
【００２５】
　次に、図１に示す糸状体５は、例えば、ポリアミド製であり、一端が回収袋２の孔部２
６に接続され、他端がプランジャー部材４の内部を経て、プランジャー部材４の突出部９
に設けられた小孔１１に接続される。糸状体５は、小孔１１からプランジャー部材４の外
側に露出する露出部１２を備え、露出部１２には例えばエラストマー製のストッパー１３
を備えている。糸状体５の露出部１２はストッパー１３に挿通されており、ストッパー１
３が小孔１１に係止されることにより、糸状体５がプランジャー部材４に着脱自在に取着
される。
【００２６】
　尚、糸状体５は、回収袋２の孔部２６に接続される側と反対側の端部がプランジャー部
材４ではなく、シース部材３自体に接続されていてもよい。
【００２７】
　次に、図３を参照して摘出組織回収用器具１の操作手順について説明する。まず、図３
（ａ）に示すように、摘出組織回収用器具１のシース部材３に嵌着されている保護キャッ
プ７を取り外し、予め刺設されたトロッカー（図示せず）を介し、内視鏡下に摘出組織回
収用器具１を腹腔内に挿入する。次に、プランジャー４を操作して突出部９をシース部材
３に押し込むことにより、回収袋２がシース部材３の尖端部６から押し出される。
【００２８】
　次に、図示しない鉗子を用い、図３（ｂ）に示すように、回収袋２を腹腔内に引き出す
。そして、前記鉗子により、例えば、開閉糸２３が挿通されているストッパー２５を把持
して、回収袋２の開口部２１側をシース部材３の尖端部６から離間する方向に引張する。
【００２９】
　このとき、回収袋２は、短辺ｄ側を中心軸として短辺ｂと平行となる方向に側面視スパ
イラル状に巻かれており、該中心軸となっている短辺ｄ側の端部である溶着部２２に設け
られた孔部２６に糸状体５が接続されている。糸状体５は、孔部２６に接続される側と反
対側の端部に備えられたストッパー１３がプランジャー４の小孔１１に係止されている。
従って、回収袋２は、側面視スパイラル状に巻かれた状態の中心軸となっている短辺ｄ側
の端部である溶着部２２が規制手段である糸状体５により固定されて、移動が規制されて
いる。
【００３０】
　そこで、回収袋２は、前記鉗子により回収袋２の開口部２１側をシース部材３の尖端部
６から離間する方向に引張するだけで、容易に展開することができる。
【００３１】
　回収袋２を展開した後、回収袋２の後端部、すなわち溶着部２２の孔部２６と、シース
部材３の尖端部６との距離は、糸状体５のストッパー１３と、プランジャー４の小孔１１
との係止状態を解除したのち、糸状体５をシース部材３内に引き込み、或いは図示しない
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ることができる。
【００３２】
　また、回収袋２は、前記展開後、切除した組織の位置と離れている場合や、複数箇所に
わたる組織を回収する場合には、糸状体５により移動が規制されることなく、移動自在で
あることが望まれる。この場合には、前記鉗子により回収袋２の開口部２１側をシース部
材３の尖端部６から離間する方向に引張する操作を継続すると、回収袋２の孔部２６の周
辺部が、糸状体５からの負荷に耐え切れなくなって破断され、回収袋２を移動自在とする
ことができる。孔部２６は溶着部２２に設けられているので、孔部２６の周辺部が破断し
ても回収袋２自体の機能には影響がない。
【００３３】
　また、回収袋２を移動自在とするためには、孔部２６の周辺部の破断に代えて、糸状体
５自体が破断してもよく、はさみ等を用いて糸状体５を切断してもよい。
【００３４】
　前述のようにして展開された回収袋２は、内視鏡下、鉗子等により開口部２１を拡げる
ことにより、切除された組織が開口部２１から回収袋２内に回収される。切除された組織
が回収されたならば、開閉糸２４に備えられたストッパー２５を回収袋２側に移動させて
開口部２１を絞ることにより、回収袋２が閉じられる。そして、前記切除した組織を収納
した回収袋２が、体外に取り出される。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の一実施形態における摘出組織回収用器具の説明的断面図。
【図２】図１に示す摘出組織回収用器具に用いられる回収袋の平面図。
【図３】図１に示す摘出組織回収用器具による回収袋の展開方法を説明する図。
【符号の説明】
【００３６】
　１…摘出組織回収用器具、　２…回収袋、　３…シース部材、　４…プランジャー部材
、　５…糸状体（規制手段）、　２１…開口部、　２６…孔部。
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解决的问题：提供一种用于回收切除的组织的装置，其中可以容易地部
署回收袋。 在侧视图中，收集袋（2）具有能够打开和关闭的开口
（21），以及护套构件（3），护套构件（3）以螺旋卷绕的形状收纳该
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套构件3推出回收袋2，并且该柱塞构件4的端部在侧视图中以螺旋形状缠
绕成螺旋形。 设置有丝状部件5，其连接部分22和护套部件3，并且用作
用于调节端部22的运动的调节装置。 丝状体5在侧视图中以螺旋卷绕状
态与设置在作为收集袋2的中心轴的端部22上的孔部26连接。 细丝5连接
到柱塞构件4。 柱塞构件4在与回收袋2接触的一侧的相反侧具有从护套
构件3突出的突出部9，细丝5以能够装卸的方式安装在该突出部9上。 [选
型图]图1
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